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第 109号	 議 会 だ よ り	 平成 23年８月１日

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
震
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
地
震
・
津
波
対
策
に
つ
い
て

・
文
化
教
育
施
設
の
拡
充
に
つ
い
て

・
学
童
保
育
に
つ
い
て

・
生
涯
学
習
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
福
祉
・
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
節
電
に
つ
い
て

・
通
学
路
整
備
に
つ
い
て

予　
算　
関　
係

議
案
の
概
要
並
び
に
結
果

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

・
避
難
所
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

・
災
害
用
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

・
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

・
た
め
池
護
岸
に
つ
い
て

・
省
エ
ネ
に
つ
い
て

・
教
育
に
つ
い
て

園
、
給
食
食
材
の
測
定
数
値
を
市
民

へ
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
各
避

難
所
の
備
蓄
品
は
足
り
て
い
る
の
か
。

高
齢
者
の
避
難
対
策
は
。

答	

本
市
に
は
市
役
所
東
側
の
公
用

車
駐
車
場
前
の
倉
庫
脇
に
県
の
震
度

計
が
１
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
放
射
能
測
定
に
つ
い
て
は
、
県

環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
の
測
定
結
果
を

注
意
深
く
見
守
っ
て
き
た
が
、
市

独
自
の
測
定
が
必
要
と
考
え
、
現
在
、

市
内
企
業
か
ら
測
定
器
を
借
用
し
、

実
施
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
市
民
か

ら
寄
贈
の
申
し
出
が
あ
り
、
７
月
上

旬
に
は
３
台
確
保
で
き
る
見
通
し
と

な
っ
て
い
る
。
測
定
は
毎
週
月
曜
日
、

市
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を
考
慮

し
、
14
小
学
校
で
行
い
、
で
き
る
だ

け
速
や
か
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
お
り
、
７
月
に
は
広
報
で
の
周

知
を
考
え
て
い
る
。

　

本
市
で
は
地
域
防
災
計
画
の
震
災

に
お
け
る
被
害
想
定
を
算
出
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
元
禄
地
震
を
想
定
し
、

県
が
実
施
し
た
直
下
型
地
震
等
対
策

調
査
結
果
を
参
考
に
、
建
物
被
害
を

予
測
し
、
罹
災
率
を
10
％
と
推
測
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
各
避
難

所
の
予
想
避
難
人
員
を
想
定
し
、
必

要
な
備
蓄
数
量
を
確
保
す
る
た
め
、

毎
年
更
新
を
し
て
い
る
が
、
現
在
の

備
蓄
率
は
83
・
５
％
で
あ
る
。
食
糧

供
給
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
な
ど

は
、
避
難
所
以
外
の
備
蓄
倉
庫
か
ら

の
配
送
や
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い

る
企
業
な
ど
か
ら
の
支
援
に
よ
り
、

対
応
可
能
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

備
蓄
倉
庫
の
な
い
二
次
避
難
所
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
に
設
置
し
、
備
蓄

食
糧
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　

昨
年
４
月
に
策
定
し
た
災
害
時
要

援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
全
体
計
画

は
、
災
害
時
な
ど
に
支
援
を
必
要
と

す
る
75
歳
以
上
の
単
身
高
齢
者
、
重

度
の
障
害
者
等
を
対
象
に
、
日
頃
の

状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
災
害

発
生
時
の
支
援
者
を
選
定
し
、
万
一

の
場
合
に
備
え
る
も
の
で
あ
る
。
計

画
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象

者
の
個
別
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
な

ど
留
意
す
る
点
が
多
い
の
で
、
個
別

計
画
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
す

る
た
め
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

住
民
へ
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く

の
か
伺
い
た
い
。

答	

避
難
所
開
設
時
に
お
い
て
は
、

災
害
時
要
援
護
者
や
女
性
等
に
配
慮

し
た
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
県

の
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
運
営
の

手
引
き
は
災
害
時
要
援
護
者
や
女
性

へ
の
配
慮
、
ペ
ッ
ト
対
策
な
ど
避

難
所
で
の
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い

て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
避
難

所
運
営
時
に
も
参
考
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
利
用
者
へ
の
周
知
に

つ
い
て
は
今
後
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
に
よ
り
、
避
難
所
の
管
理
運

営
に
お
け
る
計
画
を
改
め
る
こ
と
で
、

災
害
時
要
援
護
者
や
女
性
等
へ
の
配

慮
、
ペ
ッ
ト
対
策
な
ど
を
明
確
に
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
周
知
を

図
っ
て
い
く
。
併
せ
て
運
営
に
携
わ

る
職
員
に
対
し
て
は
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
で
周
知
に
努
め
た
い
。

本
で
安
全
な
原
発
は
一
つ
も
な
い
。

ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
は
原
発
か
ら
撤
退

の
方
針
。
日
本
も
原
発
か
ら
脱
却
し
、

太
陽
光
等
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転

換
す
べ
き
で
あ
る
。
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

答	

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
被
災
に
伴
う
放
射
能
漏
出
事

故
の
発
生
は
、
周
辺
住
民
の
強
制
避

難
、
東
北
・
関
東
地
方
で
の
水
・
農

作
物
・
土
壌
等
へ
の
放
射
能
汚
染
や

人
、
特
に
こ
れ
か
ら
を
担
う
子
供
達

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
全

世
界
へ
向
け
て
大
き
な
波
紋
と
警
鐘

を
鳴
ら
す
大
災
害
と
な
っ
て
い
る
。

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
国
民
と

し
て
、
原
子
力
の
怖
さ
を
知
っ
て
い

る
だ
け
に
非
常
に
残
念
で
あ
る
と
同

時
に
、
復
興
に
関
し
て
未
だ
に
原
子

炉
の
冷
温
停
止
へ
の
道
筋
が
見
え
な

い
こ
と
に
大
き
な
憤
り
を
感
じ
て
い

る
。

　

原
子
力
政
策
に
つ
い
て
は
、
日
本

の
技
術
力
に
よ
る
原
子
力
発
電
の

安
全
性
と
経
済
性
の
下
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
以
降
火
力
発
電
に
代
わ
り

推
し
進
め
ら
れ
、
Ｃ
Ｏ２
の
削
減
策
と

相
ま
っ
て
全
供
給
量
の
約
30
％
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
安
全
神
話
が

崩
れ
去
っ
た
今
、
福
島
県
民
そ
し
て

全
国
の
原
発
所
在
地
の
皆
様
の
気
持

ち
を
考
え
る
と
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
風
力
・
太
陽
光
・
地
熱
を
利

用
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を

推
進
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
平
成
22
年
度
茂
原
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
））

結
果
：
承
認
（
全
会
一
致
）

［
内
容
］
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
１
０
２
万
５
千
円
を
追
加
し
、
そ

の
総
額
を
２
７
１
億
２
７
８
８
万
２

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
財
団
法
人
茂
原
市
学
校

給
食
公
社
に
係
る
否
認
請
求
申
立
事

件
に
つ
い
て
至
急
に
和
解
金
を
支
払

う
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
増

額
補
正
し
た
も
の
で
す
。

◎
平
成
23
年
度
茂
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

結
果
：
可
決
（
全
会
一
致
）

［
内
容
］
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

８
５
８
万
１
千
円
を
追
加
し
、
そ
の

総
額
を
２
６
９
億
６
６
５
８
万
１
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
防
災
行
政
無
線
屋

外
子
局
の
修
繕
に
伴
う
防
災
行
政
無

線
施
設
事
業
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業

の
活
用
に
よ
る
臨
時
職
員
の
雇
用
に

伴
う
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
、
認
定
農
業
者
が
行
う
施
設
の

災
害
時
の
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

前
田　

正
志　

議
員

（
も
ば
ら
21
）

問	

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
運

営
に
つ
い
て
は
高
齢
者
や
障
害
者
等

の
他
、
妊
産
婦
、
女
性
、
乳
幼
児
、

旅
行
者
・
帰
宅
困
難
者
、
ペ
ッ
ト
等

に
つ
い
て
も
配
慮
す
べ
き
と
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
運
営
者
や

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
に
つ
い
て

平　

ゆ
き
子　

議
員

（
日
本
共
産
党
茂
原
市
議
団
）

問	

原
発
の
放
射
能
汚
染
が
深
刻
な

被
害
と
な
っ
て
い
る
。
原
発
技
術
は

未
完
成
で
危
険
で
あ
り
、
地
震
国
日




